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寒天及び寒天工業の現欣

岡崎彰夫

(*il長勝、調査研究部研究第二課)

本邦の寒天工業の現j伏を述べる市Jに世界の寒天原蕊及び、寒天の生産能力を

見ると第 1表の通り.である。

下表のように日本は原料に沿いてiil・界の 69%製品に沿いては i99ぢの生産

をし輸出は故j[[アメリカ，イギ リス等58箇閣にその市場を獲得している。

日本内地に:k;-ける消費は金生産の 15-169杉の 500，000封度程度でその用途

賀;]表各図における寒天&.ぴZE天庶務の生産

闘 名 |臓の生産|寒天の挫| 慨計寒天の生産I""-/" ~== I 闘名 l

(11) I (封皮) 11 主主 1(封皮)

13 え三 ]，600，000 5，500，000 南アフリカ 10，000 

:飢 鮮 300，000 300，000 イ ギ リ 3え 不明

ア メ リ jJ 200，000 200，000 チ リ 不明

草野 100，000 1l0，000 ジ ヤ ワ 不明

Y ウ"イェツト 100，000 440，000 3え ーマ ラ コ不明

オー ストラリヤ 20，000 264，000 カ ブL タ。

ニュージラン 1" 10，000 イ ツ 不明 20，000 

メ キ シ =z 10，000 

第 2表 日本内地における 第 3表アメリカに於ける

~ヲミのれlì 't't (抑制 寒天の用主主(封皮)

(%) 綬 下 型利 用 100，000 
~~ドL :j)'~ 斤i 20 議111菌培養基用 100，000 

控室 言語 用 s パン製法工業用 100，000 

菓子製港周 100，000 

試験研究 j干l 。υ 歯科印象剤用 75，000 

ご巳 業 用 7 
肉類 Z古物用 50，000 
乳 費1I 用 50，000 

管業&び家庭用 53 化粧品用 25，000 
そ Eコ 他 50，000 

- 22ー



岡崎彰夫; 寒天&.ぴ寒天工業の現状 23 

別の消費教室は詳細には分っていないが大休は第2去の通 りでるると思われ

る。

アメリカに於ける月1詮は年間需要量650，000封度と云われているがその内

詳は第3表に示す通りである。との中で 「その他」の用詮はミクロト ーム切

断埋入用，植物生長ホノレモン研究fIj，鉛の電気鍍金!l]， 高i昆度合|ーグラフ用，

甘京キンヒドロ ン電池用，土雄酸性度測定の臨化カn旦電橋m，殺説農薬の促
進剤用，窒素バクテリア培誌の被礎物別，針金製迭のj骨郵IjFfj，電球タングス

テン総の製諮問，和醍jジン笥;酒の郎記~m ， 製紙サイズm，海中電池用，フ ィ

ルム裏付ー用，コンニヤク版のゼラチン!IJ~ ロ ー ル用，等康い範囲がるる と云わ

れる。

寒天の定義は「紅誌類を物理化・事的に底辺iした乾燥製品で¥その水溶液のJJ安

質が1.hit度に封して可逆性を有するもの」とされている。 即ち紅誌類特に「て

んぐさ」は7l¥.で、寒天質を煮出すと， 1.5乃至 2%の7k1谷液となり揃氏25度附

近で蹟固しゼリ ー!I.大と君主り とれを 30度まで煮沸する と溶液!IJ¥に反る。 との

98-98.5%の水分を 15)う五 229杉程度まで托 IUbkして得た製品がnn謂寒天で
ある。

寒天の護見は文献によると次のようにillべられている。

「寒天を製し創めたるは高治元年の冬にして山城伏見の騨美濃屋太郎左街

門方に薩摩藩主の宿りし時， fi挺差に出したる愛)Jfiの食飴を地上に捨てしもの

を数日の後自ら凍り乾き?とるを見て太郎左衛門自得する所あり，爾来百方工

夫を運らし底k試験を粧て絡に良1171を製しとれを心太の乾物と郁せり此時来

朝し?とる黄撲の閉山信隠元之を見て俳家の食に、適歯するものとし寒天と競せ

りという」叉「爾来伏見の特産たりしがその後擁洋にて製し天保11年に至り

て)13-波地方に停え又信濃諏訪郡に始ま り序で各地に開業するものあ りしも駿

業するもの多く一旦は披，蹴，JJ-， 信四閣の特有産物とえ主れり」と主ji;べられ

ている。 以来 200年間浮沈はあったが操業は続けられ農業の傍ら冬季聞に寒

天を製造した。現在でも日本の去天工業の大部分はとの形態をもって行われ

とれ等農家はむしろ悲天にその生計ーを依存し農業収入は寒天牧入の約 10分

の 1程度に-Vlまっている。現在の操業は第4去の通りである。

寒天製迭の技術は極めて複雑で、あって製造業者によって夫 k泉主主 U子孫相

伴えて行くのであるが一般的概念、は第5表に示すとうりでるる。要は抽出工

程に夫k特徴があって原藻投入の時期，取の添加!の時期，火止の時期が問題で
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第 5表

寒天製造工程

l涼若草配合 |
一一一一笠一一一一
I )庶務蕗理lIii受ilHぬl別、ν
1 ~仕事!~ I 
v 

|用水郷総 |

'" 
IOiE敵添加 |
ゆ

|f詰百吉原藻夜入 l
V 

! o官 ii¥lI 
W 

1 !欧主問;部投入 |
w 

1 ~松 山 |
w 

1 -J誌l炊:反応若草投入 i
v 
l火 1.1ニ 1
v 

市E百羽五蒔市1
v 

|ご脊煮註加 |
、砂

市部荊石雨前
v 

|11西白剤投入|
v 
l 放出 |

|秘 過 |
w 

|放 出 |
W 

1 ;疑 1，，1I 
v 

|切 断 l
ψ 

|凍結 l
v 

1 1首1~ 月辛 | 
W 

|乾燥 |
ψ 

l仕上 l
v 

l袋 一_J'!'.-I

第4表 IIWf;1I27年度冬天工業の操業

(~業主任業によるも の)

扱lio ti官『|l菜ι 年|山
豚 jjリ 工場 釜数 |「||能りil三E力F 1日11脱鍛 能 力 生 E是正:1

2
1 書H!! 11 封皮 が，i!!

岩 弓三 3 100 67 20，100 25，000 

i雨 ぬ 1 100 67 6，700 6，250 

I.lJ ~~ ・z 15 75 140，625 129，380 

長 出f 149 166 125 751 1，556，250 1，431，750 

岐 109 13‘3 100 67 891，100 931，000 

古事 |附! 3 3 100 67 20，100 18，750 

ZーJ'.. lill 30 30 80 53 127，包00 125，000 

大 I~ 104 115 80 53 487，600 479，170 

宇/佐、 jif[ 16 20 80 53 84，800 83，330 

3，229，630 

あり又原蕊の配合についても夫k ~~Ü 自の工夫がある。

その後は天然の大冷脳出でるる屋外に於て約10日

間夜間の凍結と査院nの融解を繰返してH5bJ'¥.し仕上乾燥
を行うのであるが製症の気候僚件は袋冷であるばかり

では製匙が出来危い。即ち;j，くの諸・僚件が必要とされて
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1.夜間端氏本下2度から 8度まで下降すると と。

2.Z取引Jし?とトコロ テンを徐々に融f鮮させるために熱

度の弱い午後の円照時聞の長い土地であるとと。

3.大筑が乾燥し土地がiゑ潤で、あると と。

4.雨雲が少主主く徴}yi.¥程度のl¥のあるとと。

以上の僚件を満J止するよう主主土地は極めて峡主とされ従

って製逃適地も洲市j余地，丹後地方，大阪の山11.IJ部等

に限定されている。

今次のi政争1中にたいて各閣とも円本の;Jt天の輸入が

社絶したので非常完工悶悠を来した。軍需的にも その需

要が多いため各閣とも澗自の立場で自閣の原料海藻資
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問時彩夫~天及び寒天工業の現状 25 

加の開張調子Eと寒天の科撃的製法の研究に力乞注いだので，オ{ス トラリヤ，

ニュージーランド，メキシコ， FHアフリカの 4筒閣は夫k 自給の段附に至り

又アメ リ ヌJ に於て も 2， 3 の合枇が~詰与を組けている。従って利型白人J製法につ

いては戦年:以来世界的に技術が延UJょした。 円本vc.::lないてもliJl争中から時と底
とを~ばすて法天を科型的に製造する合祉企業は各地に試みられq'，)，vc.i'i.!lt後は遊

休施設の利nJと徐剰掠力の')lえ牧の而iから多くの資本家の'f[f日するととろと左

り N~kの方法で工場を設計し建設し製出したが元来天然の冷気を利用し冬季

fMJの農業の飴剰接働力を利用する農業先立:~~の寒天工業とは採算の駄で劣り ，

切i(lタ卜図以上の優良品質の製品を製匙し民 り乍ら鹿業するものが色:tl-l!.した。

一方諸外閣では日本の天然の主主天を安慣に買付けとれを純粋化するために

再精製して輸出債絡の61去jう王8仙の高田で販賀して居り特に純梓な製品を

必要とする用詮については日本に於ても一部逆輸入せざるを符ゑい!Ik況も b

jJ ，科・撃的製法の確立は園内的にも輸出振興の商からも重大友問題と君主った

ので昭和 26， 2ï 年の 2 筒年に豆り政府は科~~寒天製匙の工業化試験!J~ として

奇l'2，300 l~ ~11 を計上し閣内優良工場・に釘し工業化試験を焚IljiJJ し技術の改良を

li言lった。 その結果大体の結論も IU て~(たので引続き 28 !;l三度にないて結論を

絡局せしめる議算を計上している。

戦後の寒天工業は技術的問題よりも輪IH vc.闘する一本レ ート の~Æ， フ ロ

アー・ プライスの撤JIE，原蕊債格のfi立上 りとか経済的問題が多く夫k苦難の道
をzlよんで・いるが天然窓天，手;H事;JJXを11司わ歩、之さ3;の問題のW(，決には大きたに行

政的主主力と一般の認識を要するととでるり ~ïEな施策を必要とされている。

寒天は夫々の用主主によって特に純粋なものを必要とするJA-合と天然寒天の
ような一部は糊分を含んでいた方が都合のよいj目詮もあるととであるから将

来はm詮m詮によっての生産計誌をlio，ilるべきでるると思われる。
従って;ベ然の寒天の生産を闘j丹念らしめる施策としては弔市illl.主企業者の協

同組!令の強化に俳う金融の悶滑を|品'i1るととでるり，科事;JJ天については特に
強大な資本の芸付が必要で・あると共に世の総ての識者・が寒天工業のと[i:喪性を

認識するととでるる。

知 6去に手;j.i皐寒天工場の現勢， !:{c i去に科J皐3Jミフミの製i!t方法-rE表，第 8
去に;JJ天輸出のiU，況を記して稿を経る。
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~ 科怒っE天工易巧t苦手 (IIH翁127&1'-1l月JJ1.松) ((1m考)ーi司i推定を含む。(→は不明第 6表

ヂJ1Jl:， 

24，0001冷凍法

20，0001冷凍法

uO，OO⑪|冷凍法

2u，00⑪Inl'!溺令Uli法
20，0001 )限力法
100，0001電気泳動法
60，000:冷凍法

18，00到底乾法
36，00川電気泳動法
60，00例冷凍法

424，000: 

66，000電気泳動法

200，000冷凍法 | 一 | 一

60，000冷凍法 2，0001 ー) 1 づ

33，0001冷凍法]，0001 H 1 付

33，00011令Ulr法 15，40玖 (-) 1 →
50，0001 )J尽力法 10，0001 → | 付

50，00011償 援 法]，0001 H 1 H 

33，0001冷凍法 7，25例 H 1 H 
50，00011償 援 法]，0001 付 H

33，0001冷凍法 2，000， 付ー)
60，0001冷凍nft綴併川]，0001 付 (-) 

北海辺司Zi!5n1J

北海道中L脱市

千楽勝行徳間丁

千葉県系行総1U[

東京都れ来日11

古事前JlM:伊東市
i静岡県予械束村

静附鯨城東利

古手間賂沼r¥t市
i仰向勝消水市

10工 場 | 
百E 士 E長 ~'~ 1静岡賂消*il11 IIl~和27&1主計近 |株式募集中

庁リエンタノレ化準 |大阪府石i河村 111自利25&手前近 |株式募集中

東洋寒天 |長崎!際jぬ以市 3年 1ヶ月 13，000，000 

三奥 化 懇 I~悦治岩内町
朝日 寒天 IJ:i';'城 県系波i削1T1" 

東邦化成 |千葉燃二宮11fT

大 行 制:1:東京都大周回し
千平尾化 準 1'['i山脈太問やl

H 本 会 511s|静間際三島r!5

東 洋~ヲミ |変知県f:小坂井町

不 二 化工 |長崎燃佐世保市

語講

激

神
明

H
A附

皇JiJl:
8，650 

]，250 

]，320 

8，640 
40 

34，980 
69，580 

125，26， 2ヶ125，26，2ヶ年12，Jj，26，2ケ
ドI三生盛岡閣内版安高:&f-愉 111高

]4，700 

担皮1
27，6311 

2，050: 

13，500; 

8，750 
220 

8，弓O。!
21，409; 
27，450: 
]09，6叫
一ーー一一一一一，

Ill!ll 
25，697 
i手前11~Il 

20，000 
i.{長官m中
13，500 
1] ，000: 
3，1201 
21，500i 
22，5311 
48，200: 
]65，5481 

製造方法l年 liq|製造能力
Iq 

3，000;000 
2，000，000 
3，000，000 
2，500，000 
] ，000，000 
3，500，000 
10，000，000 
2，000，000 
2，000，000 
3，000，000 

資本金操 業 年並立

3、年7ヶ)3
3ヶ月

]2&1工10ヶ月

2ヶ月

1年 7ヶ月

4 &1'-4ケ)1
2&1'-1ヶ月

2&1三5ヶ月

4 &1'-1ヶ月

5&1三2ヶ月

工場所布地名

三矢1令Ul~9~天

束洋化祭主主夫

天王伝工 業

太陽*ffrfヱ栄

東京 寒 天

ifJ， T'{化 与さ

ニユ{アガー

ヲミ減物 EI'E

11 新 化成

太洋 i令 識

主1.:令か与|

f京E

5段

の

も

の

抽
明

H
山
骨
両

国
間
当
一
回
∞
令
臼
泊

2，000，000 
3，500，000 
5，000，000 
5，000，000 
1.000，000 
3，000，000 
3，000，000 
5，000，000 

2年

2&1'-
u.{1'-5ケJl
4年

3af..]0ヶ月

3有三

2 &1'-

2 &1三

i{!iの

11mも

1/'の

休
業
中
又
は
版
業
し
た
も

の

σ3 
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第7表科接冬天の製法-!lt

27 

叫
H
F

年 次
輸出型地
(封皮)

年次
輸:1¥徴主主
(封皮)

輸出金額
([jl) 

nB和15&手 2，631，679 ].1，240，974 nB;f司21&手
昭和16&¥三 1，299，933 4，953，000 nB手口22&f-
昭和17&¥三 695，023 2，648，200 nB和23年
昭和18年 34字，164 1，447，014 昭和24&1'- 682，584 275，273，412 
昭和19年 264，070 1，495，120 昭和25年 2，498，667 623，296，823 
昭和20年 169，477 974，667 昭和初年 1，965，619 579，066，614 
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